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みられる。まず Google Earth を使って、2010 年 2 月頃ま
での衛星写真と 2018 年 3 月頃までの衛星写真を見比べて
みる。前者はそれぞれ稲作地とココヤシと考えられる緑地
が広がっているのに対して、後者では、それらの緑地に代
わって、グレーの地面に規則正しくならぶ丸いものが多く
の耕地でみとめられる。この変化を、報告者が地上で撮影
した写真で確かめると、稲作地・ココヤシ栽培地からサボ
テン科のドラゴンフルーツへの転作によるものであること
がわかる。Google Earth で写っていた奇妙なものは、ドラ
ゴンフルーツがからみつくコンクリート支柱が、耕地に整
然と並んだものだったのである。この調査村では 2010 年
頃からドラゴンフルーツへの転作が急速に広がった。2014
年に報告者が撮影した緑のじゅうたんのように広がる調査
村の稲作風景は、たった 4 年のあいだに、ドラゴンフルー
ツの支柱が並ぶ景観にすっかり変わってしまったのである。
こうした景観変化の背後には、調査村の比較的恵まれた耕
地条件の一方で、多額の初期費用や運転資金、果樹の市場
価格の乱高下、労働力の不足など、未知数なリスクがつき
まとっている。
　このように景観として容易に認められる変化の背後にあ
る、簡単には目に見えない経済や社会の変化を調査研究す
ることが、目下、報告者が関心を持ってしていることである。
